
シリーズ「南アルプス幽谷物語① 

 

 南アルプスの雄大な自然の中で、生き続ける魚達の命の強さ、清い流れに磨かれた美しい姿を、

「南アルプス幽谷物語」シリーズとして作りました。 
 毎月 1 回、季節感を織り交ぜながら魚の姿をお伝えしていきます。 
 
 山奥の魚達は、自然の中で生きて行くには、強い生命力が無ければ生きてはいけません。 
 大水が出れば、小さな支流へ身を隠し、流されまいと石を呑み込むとも言われています。 
 それは、子孫を絶やさぬ為に守り抜かなければならない宿命とも言える自然との闘いです。 
 
 今この世の中では、いろいろな事が起きています。人間は想像もつかない自然の力にはとてもか

ないません。 
 しかし、人間が本来持っている強い生命力によって１つずつ克服して乗り越えていく気持ちを大

切に思います。全てにおいて、一日も早く復刻できることを心から願っています。 
 

３月、山奥の谷川は、雪に覆われて所処流れのあるとこ以外は薄氷が張り、最も上流に住んで居る

ヤマト岩魚は、水深のある緩やかな淵の川底のおおきな石の影に身を寄せ春の来るのを待って

います。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
次回は春を待つあまごについて紹介する予定です。 



厳しい自然の中で生命力豊かに息づく山奥の谷川の魚たち 

 

４月 

山の木も芽吹き始め谷川の若いアマゴたち    

は元気に泳ぎだします。 

 小判形の斑点、朱点も鮮やかな、 

ピッカ、ピッカの一年生、三匹仲良く、 

上流に向かって泳いでいます。 

 
 

 

５月．奥山の雪もとけ始め雪しろとともに、活発に泳ぎ始めるヤマトイワナの姿 

をお伝えします。 

 



 

５月 

                         

 

 

 

六月は、三匹仲良く泳いでいたあまごのその後の様子をお伝えします。 

 

日も長くなり、里では桜も咲き一日一

日暖かくなりました。 

奥山の雪もとけはじめ今まで厳しい

冬を耐えたヤマト岩魚たちは雪しろ

の勢いのある流れに負けまいと力強

く泳ぎ始めています。 



６月 

春まだ、ちいさかったあまごも大きく育ち、遠山あまごに、恥じない幅広の姿にな

りつつ、おおきな尾ひれで水量豊かな流れを遊びます。 

 

 

７月は谷川の愛嬌もののカジカを 

お伝えします。 



７月   

  ふる里の谷川にはたくさんのカジカが 

生息していましたが、河川工事などで、め 

っきり数も減りました。 

しかし、生き残ったカジカたちは奥山の 

谷川で元気に生活しています。 

 

 

 

 

 

 

 

８月は、源流のやまといわなをお伝えします。 

 

 



 

 

 

 

 

汗びっしょりかきながら、沢を登り、一つの淵

を良く見ると やまと岩魚が、人目もきにせず

に口を大きく開けて流れてくる虫を狙っていま

した。 

八月 

九月は、産卵を控えた、遠山あまごの姿をお伝えします。



９月 遠山あまご 

 

遠山川の水量豊かな流れに育った姿は、強い流れに抵抗無く泳げる様、上から見て

体に厚みが無くその分バランスを崩さないよう体高があり、流れてくる餌を獲ったり、

流れを自由に泳ぐため各鰭も大きく、真に遠山川が育てたあまごです。 

産卵を控えた、あまごたちは、今までの姿と違い、オスは雄らしく顔やひれは、黒

ずみはじめ精悍になり、小判型の斑紋もブナ模様に変化して紅色に色好きはじめます。 

 メスは、卵を持ちはじめ、丸みを持った体になり、川の流れのゆるやかな川底で静

かに時の来るのを待っています。 

 

 

 

 

10月は、奥山のやまと岩魚の産卵の様子を

お伝えします。 



10 月 やまと岩魚 

 

地球温暖化の影響は山奥の谷川にまで来ています。 

魚の産卵には、水温がとても大切です。 

しかし、水温が下がらないためだんだんと、産卵の時期が遅れています。 

いつもこの時期には、早瀬の子砂利の流れに、 

雄と雌がペアになり激しい動きで、産卵行動をしていましたが、 

この時は、二匹静かに泳いでいました。 

もう一度様子を見に来たいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

11月は、その後の様子をお伝えしたいと思います。 

 

 

 

 

 



11月あまご 

 

 

 

 

 

 

 

来月は、晩秋の産卵に寄り添うヤ

マト岩魚の様子をお伝えします。 

もう一度岩魚の産卵を見に行こうと、川の上流へ

登っていく途中、あまごがペアになり、雌が早瀬

の小砂利に体をくねらせ尾ひれで一生懸命、卵を

産む穴を掘り産卵の準備をしていました。その流

れに一枚の色づいた落葉が流れて行きました。 



12月 ヤマト岩魚 

 

ヤマト岩魚の生息している奥山の渓谷は、めっきり冷え込み産卵の季節です。 

それぞれの淵の瀬にはペアを組んだ岩魚たちでにぎやかです。 

その中に二匹仲良く寄り添いながら泳いでいる一組のヤマト岩魚を見つけました。 

 

今回の絵は 11月に載せる予定でしたが、先のあまごの産卵と時期が重なり今月に載せることとなりまし

た。 

 

 

新年の山奥は、雪で行くことが出来ま

せんので、季節に関係なく、渓谷の魚

たちの絵をお伝えします。 
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